
平成17年度  北辰会総会
本年度の北辰会総会は下記の通り開催します。

◆日　時　　平成17年５月22日（日）

　　　　　　・受　付　14：00より

　　　　　　・総　会　15：00より

　　　　　　・懇親会　16：00より

◆場　所　　ウェルシティ小倉（旧  厚生年金会館）

　　　　　　北九州市小倉北区大手町12-3

　　　　　　TEL　093-592-5401

◆会　費　　5,000円

※交通手段　JR小倉駅バスセンター「6番のりば」から「100円周遊バス」に乗車。
（内回り）魚町・西小倉駅経由
（外回り）平和通り・医療センター経由}いずれも「厚生年金会館前」下車。
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後
輩
へ
充
実
し
た

学
生
生
活
を
求
め
て

　

昨
年
五
月
二
十
三
日
北
辰
会

定
期
総
会
に
於
い
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
新
三
役
十
名
は
、
早
速

六
月
一
日
第
一
回
三
役
会
議
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
北
辰
会
報
に
掲
載
致

し
ま
し
た
通
り
、
任
務
分
担
に

従
い
任
務
遂
行
を
円
滑
に
す
る

た
め
の
、
勉
強
会
を
中
心
に
毎

月
初
旬
に
三
役
会
議
を
精
力
的

に
開
催
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
年
間
諸
行
事
の
開

催
・
学
校
行
事
へ
の
積
極
的
参

加
と
支
援
・『
も
の
づ
く
り
』

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
出
場
を

始
め
、
各
運
動
部
全
国
大
会
出

場
へ
の
支
援
等
々
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

全
国
の
同
窓
生
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
浄
財
を
、

如
何
に
有
効
活
用
出
来
る
か
を
、

常
に
議
論
し
な
が
ら
積
極
支
援

を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

一
学
年
定
数
削
減

二
四
〇
名
が
二
〇
〇
名
に

　

小
倉
工
業
・
戸
畑
工
業
・
八

幡
工
業
の
三
工
業
高
校
は
、
少

子
化
の
荒
波
の
中
で
定
数
削
減

を
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
源
の
な
い
国
、
日
本
に
お

け
る
工
業
技
術
は
更
な
る
高

度
な
『
も
の
づ
く
り
』
を
追
求

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
工
業
高
校
教
育
の

質
的
向
上
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。『
設
備
の
充
実
』『
指
導
者

の
向
上
』『
学
生
の
意
欲
』
こ

の
三
点
を
活
動
の
柱
と
し
て
、

北
辰
会
総
会
終
了
後
た
だ
ち

に
、福
岡
工
業
高
校
同
窓
会
長
・

石
井
金
蔵
氏
か
ら
提
案
を
さ
れ

た
、
福
岡
県
に
於
け
る
工
業
高

校
同
窓
会
連
絡
会
（
仮
称
）
を

立
ち
上
げ
、
県
政
に
対
し
て
工

業
教
育
に
向
け
て
の
、
予
算
充

実
・
指
導
者
の
質
的
向
上
を
求

め
て
、
具
体
的
な
施
策
を
要
求

し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

北
辰
会
会
館

一
階
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

創
立
記
念
百
周
年
行
事
以

降
、
倉
庫
化
し
て
い
ま
し
た
北

辰
館
一
階
の
件
で
学
校
当
局
へ

相
談
を
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
原
参
事
事
務
長
を
中
心
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
提
案
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
同
窓
生
・

教
職
員
・
教
職
員
Ｏ
Ｂ
・
父
母

会
・
地
域
に
開
か
れ
た
交
流
・

憩
い
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活

用
し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
も
作
れ
れ
ば
と
…
…
皆
様
の

ご
提
案
を
事
務
局
ま
た
は
北
辰

会
役
員
ま
で
に
、
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
人
事
異
動
で
懐
か
し

の
小
倉
工
業
高
校
に
三
年
ぶ
り

に
戻
り
ま
し
た
。
校
門
を
く
ぐ

り
一
番
に
目
に
入
っ
た
の
は

「
倉
工
生　

志
を
高
く
持
て
」

と
い
う
掲
示
物
で
し
た
。
ま
さ

に
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
「
少
年
よ

大
志
を
い
だ
け
」
を
連
想
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
、
私
の
心
に
心

地
よ
く
響
き
ま
し
た
。
と
、
同

時
に
こ
れ
か
ら
は
生
徒
た
ち
の

「
高
き
志
や
大
き
な
夢
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、
実
現
に
向
け

た
努
力
を
し
な
け
れ
ば
…
…
」

と
、
そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

　

学
校
長
か
ら
は
、
校
訓
は
勿

論
、
創
立
百
周
年
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
「
日
本
一
の
工
業
高
校

を
創
ろ
う
」
を
本
校
教
育
の
中

心
に
位
置
づ
け
て
い
る
と
伺
い

ま
し
た
。
工
業
高
校
の
特
性
を

生
か
し
、
様
々
な
分
野
で
「
日

本
一
」
を
目
指
す
気
運
を
校
内

に
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
無
限
の
可

能
性
を
秘
め
た
生
徒
を
主
役

に
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
特

徴
を
引
き
出
し
、
そ
し
て
伸
ば

す
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
必

ず
目
標
は
達
成
で
き
る
と
確
信

し
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
の
仕
組
み
や
構

造
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る

中
で
、
工
業
高
校
の
立
場
（
統

合
や
学
科
再
編
）
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は

こ
の
現
象
は
本
校
に
と
っ
て

は
、
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
（
追
い
風
）
と
考
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
戦
後
五
十
年
の
教

育
の
中
で
形
成
さ
れ
た
知
識
偏

重
社
会
が
崩
壊
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
「
自
分
に
何
が
出
来

る
の
か
？
・
私
は
こ
れ
が
出
来

ま
す
」
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
人

材
が
求
め
ら
れ
る
時
代
が
到
来

し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
ま
さ
に

資
格
や
技
術
の
習
得
、
部
活
動

や
も
の
づ
く
り
等
の
体
験
的
教

育
か
ら
育
て
ら
れ
る
体
力
や
創

造
力
等
、
本
校
教
育
の
中
で
育

ま
れ
る
も
の
は
と
て
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
地
域

に
根
付
い
た
、
開
か
れ
た
学
校

作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
、
地

域
が
連
携
を
取
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
ま
す
。
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
本
校
教
育
は
、
校
訓
に
沿

い
、「
人
づ
く
り
」
を
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し
ま

す
。
今
後
と
も
本
校
の
教
育
目

標
達
成
の
た
め
北
辰
会
の
皆
様

の
、
相
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
私
も
本
校
職
員

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
陸
上

部
顧
問
と
し
て
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
生
徒
の
目
線
に
立

ち
心
の
通
う
教
育
を
推
進
し
、

「
日
本
一
の
工
業
高
校
」
を
目

指
し
努
力
精
進
い
た
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
人
会
員
代
表
の
加
藤
佑
季

君
よ
り
長
野
会
長
に
入
会
金
目

録
が
手
渡
さ
れ
、
会
長
か
ら
は

二
反
田
真
君
へ
北
辰
会
名
簿
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ク

ラ
ス
別
幹
事
が
紹
介
さ
れ
、
代

表
し
て
小
野
泰
輔
君
が
、「
北

辰
会
に
入
会
す
る
に
当
た
り
、

会
員
と
し
て
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

入
会
式
後
に
北
辰
館
に
於
い

て
関
東
支
部
代
表
の
川
路
謙
一

氏（
昭
四
十
年
工
化
卒
）、
近

畿
支
部
代
表
の
松
尾
保
氏（
昭

四
十
三
年
機
械
卒
）
と
そ
れ
ぞ

れ
就
職
、
進
学
す
る
新
入
会
員

と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
三
月
一
日
に
は
卒
業
証
書

授
与
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
母
校
創
立
以
来
の

卒
業
生
は
二
万
名
を
超
え
て

二
〇
、一
四
二
名
と
な
り
ま
し

た
。

北
辰
会
会
長

長　

野　

正　

景

「
日
本
一
の　
　
　
　
　

　

工
業
高
校
を
創
ろ
う
」

保
健
体
育
科

中　

村　

達　

志

北
辰
会
会
館

後
輩
へ
充
実
し
た

学
生
生
活
を
求
め
て

　

平
成
十
六
年
度
の
北
辰
会
入

会
式
が
二
月
二
十
八
日
に
母
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
正
景
北
辰
会
会
長
、
二

見
八
男
学
校
長
を
始
め
北
辰
会

役
員
、
関
東
、
近
畿
支
部
代

表
、
教
職
員
の
ご
列
席
を
い
た

だ
き
、
新
入
会
員
二
三
六
名
が

式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

　

長
野
会
長
か
ら
歓
迎
と
今
後

の
活
躍
を
期
待
す
る
挨
拶
を
受

け
、
二
見
校
長
か
ら
は
「
社
会

人
と
し
て
立
派
に
責
任
を
果
た

し
て
下
さ
い
」
と
の
激
励
の
挨

北
辰
会
入
会
式

二
三
六
名
が
入
会

卒
業
生
は
二
〇
、一
四
二
名
に

　

同
窓
会
「
北
辰
会
」
が
、
健

全
な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎

は
年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で

す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、

部
活
動
に
対
す
る
支
援
の
為
の

教
育
振
興
基
金
に
ご
理
解
賜
り

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会員相互の親睦を図り　　
　　教職員との交流の場を

会
費
納
入
及
び

　

教
育
振
興
基
金
納
入
の　

　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
い
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二
位

　

杉
木
利
祐
太
（
機
械
三
年
）

三
位

　

横
山　

昌
弘
（
機
械
三
年
）

　

植
木　

優
之
（
設
備
二
年
）

四
名
県
大
会
へ
出
場

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

九
州
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
優
勝
（
十
二
年
ぶ
り
）
県
大

会
出
場
決
定
。
上
位
入
賞
を
目

指
し
ま
す
。

◆
ラ
グ
ビ
ー
部

　

昨
年
の
県
大
会
に
続
き
、
今

年
も
連
続
出
場
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

▼
県
知
事
賞
受
賞

「
青
少
年

　

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運
動
」

　

平
成
十
三
年
よ
り
母
校
で
取

り
組
ん
で
い
る
サ
タ
デ
ー
ス
マ

イ
ル
ひ
ろ
ば
事
業
（
も
の
づ
く

り
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
）
の
活
動

が
評
価
さ
れ
る
。

　

参
加
九
四
〇
団
体
中

　

八
団
体
が
受
賞

  

土
谷  

幸
司
さ
ん

（
平
十
六
年
電
子
機
械
卒
）

㈱
豊
田
自
動
織
機　

【
機
械
組
立
部
門
】

▼
愛
知
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

会
長
賞
受
賞

　

技
能
五
輪
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

し
、
島
元
清
治
先
生
と
コ
ン
ビ

を
組
ん
で
指
導
に
あ
た
り
ま

す
。
二
十
四
年
連
続
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
に
向
け
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

◆
空
手
道
部

　

三
月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会

に
出
場
し
、
強
豪
京
都
嵯
峨
野

高
と
対
戦
し
惜
敗
し
ま
し
た

が
、
十
分
な
手
応
え
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
優
秀
な
新
人
が
入
部

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

二
六
回
北
九
州
地
区
選
手
権
大
会

少
年
男
子
組
手

一
位　

島　

拓
朗（
工
化
二
年
）

◆
野
球
部

　

こ
こ
十
数
年
来
の
最
強
の
戦

力
と
思
わ
れ
ま
す
。
五
月
十
四

日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旗
福
岡
県
選
抜

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。（
於
小

郡
市
野
球
場
、
久
留
米
球
場
）

初
戦
は
十
四
日
に
、
昨
年
県
大

会
で
延
長
の
末
敗
れ
た
久
留
米

商
業
と
対
戦
、
雪
辱
を
期
し
ま

す
。

　

六
月
五
日
、
福
岡
工
業
と
の

定
期
戦
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
小
倉
工
グ
ラ
ン
ド
で
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
応
援

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
陸
上
部

　

中
村
達
志
先
生
が
再
赴
任

▽
中
村　

達
志
（
保
健
体
育
）

 

小
倉
聾
学
校
よ
り

▽
越
智　

裕
兒
（
電
気
）

 

筑
豊
工
業
高
校
よ
り

▽
上
野　

純
一
（
電
子
）

 

苅
田
工
業
高
校
よ
り

▽
福
島　
　

毅
（
設
備
工
業
）

 

戸
畑
工
業
高
校
よ
り

▽
森
門
多
津
子
（
家
庭
）

 

筑
豊
高
校
よ
り

▽
後
藤　

高
司
（
電
子
機
械
）

 

福
岡
工
業
高
校
よ
り

▽
下
川
美
佐
子
（
工
業
化
学
）

 

八
幡
工
業
高
校
よ
り

▽
三
宅　

康
彦
（
事
務
）

 

若
松
高
校
よ
り

【
再
任
用
】

▽
大
林　

郁
夫
（
英
語
）

▽
都
城　

俊
彰
（
工
業
化
学
）

【
講
師
（
常
勤
講
師
）】

▽
植
田　

達
也
（
数
学
）

▽
西
田　

雅
男
（
電
気
）

【
退
職
】

▽
江
角
智
恵
子
（
工
業
化
学
）

▽
楠
田　

健
一
（
事
務
）

【
転
出
】

▽
増
田　

健
一
（
英
語
）

 

北
九
州
高
校
へ

▽
永
岡　

靖
徳
（
保
健
体
育
）

 

中
間
高
校
へ

▽
佐
藤　
　

博
（
電
気
）

 

香
椎
工
業
高
校
へ

▽
須
山　

喜
胤
（
電
子
機
械
）

 

嘉
穂
総
合
高
校
へ

▽
仰
木　

正
代
（
家
庭
）

 
筑
豊
高
校
へ

▽
佐
々
木
裕
一
郎（
電
子
機
械
）

 

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
平
山　
　

勝
（
電
子
機
械
）

 

八
幡
工
業
高
校
へ

▽
井
川
め
ぐ
み
（
事
務
）

 

門
司
商
業
高
校
へ

【
転
入
】

▽
松
田　

杉
恵
（
英
語
）

 

中
間
高
校
よ
り

会
に
お
い
て
第
三
位
と
な
っ
た

強
豪
校
で
あ
り
ま
し
た
。
勝
負

は
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
、「
必
ず
勝
つ
」
と
生
徒

た
ち
は
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

相
手
は
技
術
的
に
は
本
校
よ
り

勝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
気
迫
で

は
本
校
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
し

た
。
四
番
手
の
副
将
戦
を
終
え

て
、
一
勝
二
敗
一
分
け
、
本
数

十
四
対
十
四
の
五
分
で
大
将
戦

ま
で
持
ち
込
み
ま
し
た
。
大
将

戦
で
勝
て
ば
、
本
校
の
内
容
勝

ち
で
し
た
。
大
将
は
気
迫
で
勝

り
、
押
し
て
い
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
競
い
負
け
ま
し
た
。
一

　

全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
抜

大
会
が
三
月
二
十
八
日
（
月
）・

二
十
九
日（
火
）・
三
十
日（
水
）、

福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
団
体
組
手
で
九
年
ぶ
り
四

回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た

の
で
、
大
会
の
結
果
を
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

試
合
は
二
回
戦
か
ら
の
出

場
で
し
た
。
相
手
校
は
一
回

戦
、
学
法
福
島
高
校
を
破
っ
て

勝
ち
上
が
っ
て
き
た
近
畿
地
区

代
表
の
京
都
の
嵯
峨
野
高
校
で

し
た
。
嵯
峨
野
高
校
は
一
月
に

岡
山
で
開
催
さ
れ
た
桃
太
郎
杯

全
国
高
等
学
校
空
手
道
錬
成
大

　

こ
の
た
び
、
私
た
ち
八
人
は

事
務
局
と
と
も
に
北
辰
会
報
編

集
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

長
野
正
景
北
辰
会
会
長
は
、

就
任
に
際
し
「
北
辰
会
報
の
定

期
発
行
。
北
辰
会
活
動
や
母
校

の
状
況
な
ど
の
報
告
内
容
の
充

実
を
は
か
る
」
こ
と
を
述
べ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
主
旨
に
基
づ
き
、
新
に

加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
教
職
員

関
係
三
人
、
同
窓
会
関
係
三
人

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
分

で
の
働
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

部

活

動

だ

よ

り

そ
の
他
の
運
動
部
も
県
大
会

を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

勝
三
敗
一
分
け
で
試
合
は
負
け

ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
も
私
も

十
分
に
全
国
大
会
で
戦
え
る
手

応
え
を
感
じ
ま
し
た
。
応
援
に

来
て
い
た
空
手
道
部
の
Ｏ
Ｂ
た

ち
も
興
奮
し
て
す
ぐ
に
選
手
た

ち
の
方
に
集
ま
っ
て

来
ま
し
た
。
皆
で
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と

上
位
入
賞
を
目
指
し

て
頑
張
ろ
う
と
気
合

い
を
入
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
本
大

会
で
大
き
な
自
信
を

得
た
と
思
い
ま
す
。

必
ず
、
今
年
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果

た
し
、
全
国
大
会
の

舞
台
で
「
倉
工
健
児

こ
こ
に
あ
り
」
と
大

暴
れ
し
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま

し
た
が
、
大
会
出
場

教
職
員
の
異
動

全
国
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
抜
大
会
に
出
場
し
て

顧 

問 　

堀
田　

義
高

北
辰
会
報
編
集
委
員
紹
介

▽
今
津　

光
義
さ
ん

（
昭
二
十
九
年
機
械
卒
）

・
二
十
九
年
会
会
報
編
集
委
員
長

　

私
た
ち
は
会
報
編
集
に
は
慣

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

事
務
局
と
の
話
し
合
い
を
持
ち

な
が
ら
協
力
し
あ
い
、
会
報
の

定
期
発
行
や
報
告
内
容
の
充
実

な
ど
、
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
同
窓
会
活
動
や
母
校
の

状
況
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
紙
面
作
り
を
心

が
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
江
角
智
恵
子
さ
ん

（
昭
三
十
八
年
工
化
卒
）

・
北
辰
会
副
会
長

・
教
育
振
興
基
金
副
理
事
長

▽
田
中　

亮
平
さ
ん

（
昭
五
十
五
年
工
化
卒
）

・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
顧
問

・
全
国
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す

（
前
任
・
門
司
高
で
は
県
大
会
出
場
）

▽
専
光
寺
広
泰
さ
ん

（
昭
五
十
九
年
工
化
卒
）

・
北
辰
会
副
会
長

・
教
育
振
興
基
金
部
活
動
奨
励
副

部
会
長

▽
牟
田　

功
二
さ
ん

（
昭
六
十
一
年
電
気
卒
）

・
ラ
グ
ビ
ー
部
顧
問

・
昨
年
十
六
年
ぶ
り
に
県
大
会
出
場

▽
福
來　

智
昭
さ
ん

（
平
十
年
電
子
卒
）

・
創
立
百
周
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
隊

・
当
時
の
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
者

▽
坂
田　

智
之
さ
ん

（
昭
三
十
六
年
機
械
卒
）

・
北
辰
会
事
務
局
長

▽
横
井　

睦
子
さ
ん

・
北
辰
会
事
務
局

学
校
だ
よ
り

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

倉
工
Ｏ
Ｂ
を
顧
問
に
迎
え
て

強
化
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

県
大
会
出
場
も
間
近
だ
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

日
高　

一
朗
（
機
械
二
年
）

土
屋　

博
基
（
機
械
二
年
）

九
州
大
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

県
大
会
へ

に
際
し
ま
し
て
、
同
窓
会
よ
り

ご
祝
儀
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

体
育
後
援
会
長
の
徳
本
先
輩
を

は
じ
め
、
諸
先
輩
方
の
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


